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第17回白壁賞は八尾建史氏らが，
第36回村上記念「胃と腸」賞は
江頭由太郎氏らが受賞

　晩秋とは思えぬ暖かな陽気の 2011年 11月 16日
（水），東京の笹川記念会館で開かれた早期胃癌研究会の
席上にて，第 17回白壁賞と第 36回村上記念「胃と腸」
賞の授賞式が行われた．第 17回白壁賞は八尾建史・他
「0 IIbに対する進展範囲度診断─通常内視鏡・境界不明
瞭病変に対する拡大内視鏡の有用性と限界 : フルズーム
派の立場から」（「胃と腸」45 : 86-100 , 2010）に，第 36

回村上記念「胃と腸」賞は江頭由太郎・他「胃 IIb型癌の
病理組織学的特徴─胃 IIb型癌のマクロ像と組織像の対
比」（「胃と腸」45 : 23-37 , 2010）に贈られた．

第 17回白壁賞

　司会の大川清孝氏（大阪市立十三市民病院）から，まず
白壁賞の受賞者代表として八尾建史氏（福岡大学筑紫病
院内視鏡部）が紹介された．本賞は，故白壁彦夫氏の業
績を讃え，“消化管の形態・診断学の進歩と普及に寄与
した論文”に贈られるもので，「胃と腸」に掲載された論
文に加え，応募論文も選考の対象となる．今回は応募論
文 1編と，「胃と腸」45巻に掲載された全論文が選考の
対象となった．
　選考委員を代表して清水誠治氏（大阪鉄道病院消化器
内科）から，画像の質，論文の独創性，疾患の重要性，
文章力，形態診断治療などの観点から厳密な審査が行わ
れたことが説明された．受賞理由については，“八尾先
生はライフワークとして，胃における拡大内視鏡に取り
組んでこられました．本論文では，425症例を対象とし
て，通常観察で境界がわからない病変に拡大観察を行
い，その 76％で境界診断が可能になったということ
や，拡大内視鏡観察でも境界診断が困難な病変があり，
それらの組織型は未分化，中分化型，超高分化型である
ことが述べられています．このような多数例としての
データはもとより，提示されている症例においては診断
過程が実に克明に記載されております．1例 1例におい
て，所見のディテールを分析し，診断理論の構築にいか
に情熱を傾けてこられたかが伝わって参ります．また，
この領域のパイオニアとしての自信に裏打ちされた文章
にも，ぐいぐいと引き込まれます”と解説した．
　「胃と腸」編集委員長の松井敏幸氏（福岡大学筑紫病院
消化器内科）は，同じ施設で働いている立場から八尾氏
の研究に対する実直で熱心な姿勢に感銘を受けたことに

触れ，“八尾先生の功績としては，IIbの範囲診断だけで
なく，基礎的な画像の問題を解決してくれました．ま
た，画像が実際どのように見えるかについても教えてく
れているので，近くで見ている私も大変尊敬していま
す．おめでとうございます”と述べ，賞状と楯を贈呈し
た．続いて医学書院の社長金原優から，賞金 50万円と，
副賞として創刊号からの全バックナンバーが閲覧可能な
「胃と腸」誌の電子ジャーナルが贈られた．
　受賞の挨拶として八尾氏は“私にこのようなチャンス
を与えていただいた「胃と腸」編集委員の先生方と編集部
の皆さんに，まず感謝したいと思います．白壁先生の名
を冠した偉大な賞をいただくとは夢にも思っておりませ
んでしたので，本当に感激しております．ただ，この業
績は私ひとりの力ではなく，長浜孝先生をはじめとする
先生方，そして指導者である松井敏幸先生，そしてさら
にわれわれのゴールドスタンダードである岩下明徳先生
がいらっしゃったからこそ受賞できたのだと，改めてご
紹介ならびに感謝を申し上げたいと思います．この仕事
の発端となったのは 20年位前に八尾恒良先生（佐田病
院）が，「なぜ赤いのか，褪色なのか，胃癌の色調の謎を
明らかにするように」と言われ，病理でまず血管ではな
いかと推測をし，私たちの教室の古川敬一君と竹村聡君
が研究してくれまして，やはり血管であろうという知見
を得ました．そして，拡大内視鏡で一生懸命血管をみて
みると，今まで本当に夢のようなことが，「IIbは診断で
きないのでないか」と思っていたのが，できるようにな
りました．そのような喜びをかみしめて，この 10年
間，拡大内視鏡を続けてきたわけであります．ただ，そ
れはほんとに仕事の一部でありまして，まだまだ解決し
ていかなくてはいけない問題もあります．有用性ととも
にまた新しい限界が生まれましたので，皆さんとディス
カッションをしながら，そして松井先生，岩下先生のサ
ポートを得ながら，精進していきたいと思います．この
場を借りて，お礼を申し上げます．本当にどうもありが

▲　 選考理由を述べる清水
誠治氏．

▲　 祝辞を述べる松井敏幸氏．
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とうございました”と受賞の挨拶を締めくくった．

第 36回村上記念「胃と腸」賞

　次に，村上記念「胃と腸」賞の授賞式が行われた．本賞
は，故村上忠重氏の業績を讃え，“消化器，特に消化管
疾患の病態解明に寄与した論文”に贈られるもので，「胃
と腸」45巻に掲載された全論文が選考の対象となった．
大川氏より受賞者代表として江頭由太郎氏（大阪医科大
学病理学教室）が紹介された後，清水氏から白壁賞と同
様に厳密で慎重な選考が行われたことが報告された．次
いで，本論文の概要について解説し，“ESDが早期胃癌
の標準的な治療となった今日では，根治性の観点から，

正確な病変範囲診断は不可欠です．本論文は，特に随伴
IIbを合併するリスクの高い早期胃癌の病理学的特徴を
抽出し，それらのマクロ像の特徴を明らかにしたもので
す．随伴 IIbの進展を伴うリスクの高い早期胃癌は，肉
眼型が陥凹型，組織型は未分化型および混合型，癌周囲
粘膜は噴門腺領域および中間帯から幽門腺領域（萎縮の
ない胃底腺以外）であり，このような病変が要注意であ
ります．また，随伴 IIbの 90％が側方にみられることが
示されており，非常に興味深い知見です．IIbのマクロ
所見については，赤色・褪色といった色調変化，胃小区
の変化，インゼル様顆粒，光沢感消失の 4項目であるこ
と．これらの所見の病理学的背景についても詳細に考察

▲　第 17回白壁賞を受賞した八尾建史氏． ▲　 第 36回村上記念「胃と腸」賞を受賞した江頭由太郎氏．

▲　両氏には松井氏から賞状と楯が贈られた． ▲　受賞者のスピーチに耳を傾ける来場者．

2026/09/23 22:59:30



287胃と腸　第 47 巻 第 2号　2012 年 2月

がなされています．微小癌を除く 655例を対象にした本
検討は説得力があり，臨床における画像診断の向上に貢
献するものと考えられます”と賛辞を述べた．
　松井氏は，“「胃と腸」では最も重要な賞を受賞されま
して，心よりお慶び申し上げます．先生の長年の病理の
お仕事の積み重ね，特にマクロ像を組織像と対比すると
いう，われわれ臨床医にとって最も大切なことを完成さ
れ，そのために払われた努力はいかほどであろうかと思
います．今後ともご研鑽いただけますようにお願い申し
上げます”と述べ，賞状と楯を贈呈した．医学書院の社
長金原優からは賞金 50万円と副賞の「胃と腸」誌の電子
ジャーナルが贈られた．
　受賞の挨拶として江頭氏は“早期胃癌研究会はスク
リーンに向かってしゃべるものと思っておりましたか
ら，会場に向かって話す機会をいただいて非常に緊張し
ております．このたびは非常に歴史のある，栄誉のある
賞をいただきまして，本当に感激しております．と同時
に私のような若輩がこの賞をいただいていいのかと少し
恐縮もしています．この論文はもちろん私だけの力で受
賞したのではなく，共同執筆者を含めたすべての方々に
お礼を言いたいと思います．私はもともと消化器内科を
しておりました．今は消化管病理に携わって，こういう
賞もいただいたのですが，今日に至るには「胃と腸」と早

期胃癌研究会の先輩の中で 3人の恩師の先生がおられま
して，その先生方のおかげが大きいと思っております．
まず第 1は，下田忠和先生（国立がん研究センターがん
対策情報センター）で，下田先生が慈恵医大にいらっ
しゃった当時，私が消化器内科の診断技術，診断能力を
高めるという目的で病理を勉強しに行くということで下
田先生のもとへ伺ったわけです．当時はバブルが弾ける
直前の華やかな頃で，あだ名は，「大阪から来た地上げ
屋」でした（笑）．そこで 2年間勉強し，今回のような肉
眼所見の大事さと，肉眼所見と組織所見を対比して臨床
へフィードバックする研究方法を初めから教えてもら
い，基礎を養いました．もう 1人の恩師は平田一郎先生
（藤田保健衛生大学消化管内科）です．平田先生は，私が
内科に所属していたときの先輩でもあり，病理に移って
からも指導と助言を与えていただきました．病理の道に
進んだのも平田先生の勧めからです．最後の 1人は石黒
信吾先生（ピーシーエルジャパン）です．私が大阪へ戻っ
てから，ずっと叱咤激励をいただいております．最後に
なりますが，今後もこの賞に恥じないよう，また匹敵す
るような仕事ができるように研鑽を積み，精進して参り
たいと思います”と述べ，挨拶を終えた．
　最後に，両賞の受賞者に向けて，改めて満員の会場か
ら賞賛の拍手が贈られ，授賞式は終了した．

2026/09/23 22:59:30



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice




